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中期基本計画
 
 

令和４年度（ 年度）～令和７年度（ 年度）

 
 
 

基本構想では、将来都市像の実現に向けて、分野別の五つの基本目標を設定しまし

た。中期基本計画では、この五つの基本目標に、行財政運営など計画の実現に向けた

取組を加えた六つの章立てを行い、基本構想に掲げるまちづくりを総合的・計画的に

推進するために必要となる施策を示します。

なお、基本計画は、社会経済情勢の変化や基本計画の実施状況を踏まえ、前期、中

期、後期に分けて策定し、計画期間はそれぞれ４年間とします。 
  



重点プロジェクト

重点プロジェクト

第二次山陽小野田市総合計画の策定後、本市では、将来都市像である「活力と笑

顔あふれるまち」の実現に向け、企業誘致などによる地域経済の活力増進や、子育

て支援の充実、シティセールス※の推進によるまちの魅力向上に取り組んできまし

た。

中期基本計画においても、引き続きこれらの取組を推進するほか、将来にわたり

持続可能な地域社会の実現に向け、「協創によるまちづくり」の考え方の下、重点プ

ロジェクトとして「３つの創る」を設定し、「活力と笑顔あふれるまち」の実現に取

り組みます。 
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重点プロジェクト
 

 

３つの創る

１ 地域を創る

２ ひとを創る

３ まちの価値を創る
 
 
 

３つの横断的施策

１ デジタル化の推進

２ 山口東京理科大学との連携

３ スマイルエイジングの推進
 
 
 
 



重点プロジェクト

 

重点施策１ 地域を創る 
 
 
 
 

市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、「協創による

まちづくり」の考え方の下、将来にわたり持続可能な地域を創ります。

 
 

具 体 的 施 策

 
（１）新たな地域づくり 

持続可能な地域づくりの実現に向け、地域運営組織※（ＲＭＯ）の形成を推進す

るとともに、市民活動支援センターの体制を強化するなど、多様な人々が繋がり、

支え合う仕組みづくりに取り組みます。

 
 
（２）災害に強いまちづくり 

災害からの「逃げ遅れがゼロ」となるよう、気象情報や防災情報を効果的に伝

達することができる仕組みの充実を図るほか、市民が協力して防災活動を行うこ

とができるよう、地域防災力の向上を図ります。また、大規模な水害等から市民

の生命と財産を守ることができるよう、ハード面の対策に取り組みます。
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重点施策２ ひとを創る 
 
 
 
 

妊娠期から始まる一貫した子育て支援や特色ある学校教育の推進等により、夢

や希望、生きがいを抱きながら笑顔で人生を歩むことができるひとや、「協創によ

るまちづくり」の担い手となるひとを創ります。

具 体 的 施 策

（１）子育て支援の充実 

市民が安心して妊娠・出産・子育てができるよう、切れ目のない支援を行います。

妊娠期から幼児期まで母子に対する寄り添った支援を行うとともに、保育所や放課

後児童クラブの充実など、保育環境の向上を図り、働く子育て家庭を支援すること

で、子育て世代から選ばれるまちとなり、若い世代の人口増加につなげていきます。

 
 
（２）学校教育の推進・小中高大の教育連携 

子どもが笑顔で学校生活を送るとともに、豊かな人間性を備えることができる

よう、デジタル技術を活用しながら、特色ある教育内容の充実や、教育環境の整

備を図ります。また、小学校・中学校・高等学校・山口東京理科大学の学校間の

連携により、教育の質の向上を図ります。

 
 
（３）「協創によるまちづくり」の担い手づくり 

学校・家庭・地域の連携、生涯学習の場の提供、スマイルプランナー※制度など

を通じて人づくりを進め、「協創によるまちづくり」の担い手としての意識の醸成

を図ります。
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重点プロジェクト

 

重点施策３ まちの価値を創る 
 
 
 
 

ガラスやかるたなどの文化、サッカーやパラサイクリング※などのスポーツに

加え、広域交通の利便性の高さなどに代表される本市の「住みよさ」、山口東京理

科大学の知的資源、工業都市として発展する中で培った技術力・人材など地域特

性を活かしながら、まちの価値を創ります。

 

具 体 的 施 策

 
（１）移住・定住・交流の促進 

本市の魅力である「住みよさ」を活かし、移住・定住先として市内外の方から

選ばれるよう、効果的な情報発信を行うとともに、相談体制を強化するなど移住

の支援に取り組みます。また、観光による交流人口を増加させるために、戦略的

な情報発信を展開します。

 
 
（２）文化・スポーツの振興 

全国規模の現代ガラス展の開催といったガラス文化の推進、かるた（小倉百人

一首）競技の振興やレノファ山口、パラサイクリング※（障害者自転車競技）との

連携・支援など文化・スポーツを媒体とした交流を促進します。

 
（３）官民連携※（ＰＰＰ）の推進 

ＬＡＢＶ※の手法を用いた中心市街地のにぎわいを創出する事業に代表される

官民連携※（ＰＰＰ）に取り組み、まちの魅力向上を図ります。

 
（４）地域経済の活力増進 

既存企業への支援や市外からの新たな企業の誘致を行うとともに、産学官連携

の推進、中小企業の経営支援、創業への支援、地域資源のブランド化などにより、

地域経済の活力を高めます。  

まちの価値を創る
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３つの横断的施策 
 
 
 
 

「３つの創る」の推進、中期基本計画の推進に当たっては、「３つの横断的施策」

を念頭に置きながら取り組みます。

 
 

横 断 的 施 策

 
（１）デジタル化※の推進 

デジタル技術を活用することで、健康づくりや福祉サービス、地域づくりの分

野等における市民生活の質の向上を図るほか、行政手続の質の向上や行政運営の

効率化を図ります。

 
 
（２）山口東京理科大学との連携 

工学部と薬学部を擁する山口東京理科大学の知的資源を活用し、地域経済の活

性化、学校教育や生涯学習の質の向上、地域の活性化を図ります。

 
（３）スマイルエイジング※の推進 

「知守（しるまもる）」「食事」「運動」「交流」の各分野における様々な取組を

市民とともに行うことで、市民の健康寿命※の延伸を図ります。

 
※スマイルエイジング：笑顔（スマイル）の源となる「心身の健康」を保ちつつ、誰

もが笑顔で年を重ねていく（エイジング）のことで、「健康寿命※の延伸」を目指す本

市の取組のこと。 
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